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資料 1 調査団員・氏名 

１．１ 第 1次現地調査（平成 15 年 3月 7 日～3月 25日） 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 無償資金協力部業務第三課 杉山 茂 

計画管理 国際協力機構 ナイロビ事務所所員 見宮 美早 

業務主任／道路計画 （株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

橋梁設計 日本工営株式会社 多田 一正 

自然条件調査（水文） 
/橋梁健全性調査 

日本工営株式会社 渡辺 真一郎

 
 

 

１．２ 第 2次現地調査（平成 16 年 1月 15 日～2月 28 日） 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 無償資金協力部業務第三課 倉科 芳朗 

計画管理 国際協力機構 ナイロビ事務所 見宮 美早 

業務主任／道路計画 （株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

橋梁設計 日本工営株式会社  多田 一正 

自然条件調査（地形・地質） （株）建設企画コンサルタント 小石川 一晴

自然条件調査（水文） 
/橋梁健全性調査 

日本工営株式会社 吉田 剛 

施工計画／積算 （株）建設企画コンサルタント 増井 徹美 

 

 

 

１．３ 第 3次現地調査（平成 16 年 4月 23 日～5月 2日、5月 20 日～6月 3日） 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 ナイロビ事務所所員 見宮 美早 

業務主任／道路計画 （株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

橋梁設計 日本工営株式会社 多田 一正 

環境社会配慮 （株）建設企画コンサルタント 渡辺 幹治 
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資料 2 調査工程 

2．1 第 1次現地調査（平成 15 年 3月 7 日～3月 25日） 

 

日数 月 日  移動 宿泊地 調査内容 備考 

1  3月 7 金 東京－ 
 

 

機中 

東京発(18:45 JL707)～バンコック
～ドバイ～  

井上、多田団員の
み 

2  8 土 －ナイロビ ナイロビ ナイロビ着(12：15 EK719) 
3  9 日 ナイロビ－

アスマラ 

アスマラ ナイロビ発(9:30 BA8661)～アスマ
ラ着(14：30) 

杉山団長、見宮団
員ナイロビにて合
流 

4  10 月  アスマラ マクロ政策、公共事業省、総領事館、
世界銀行表敬、地雷除去庁と協議 

5  11 火  マッサワ 現地調査 
6  12 水  アスマラ 現地調査、地雷除去庁および公共事業

省と協議 
7  13 木  アスマラ 公共事業省および地雷除去庁と協議、

国連ミッション表敬 
8  14 金  アスマラ 公共事業省と協議 

9  15 土  アスマラ 資料収集、ミニッツ署名  
10  16 日  アスマラ 団内打合せ 杉山団長、見宮団

員離エリトリア 
（ ア ス マ ラ 発
15:15  BA8662）
渡辺団員着 

（ ア ス マ ラ 着
14:30  BA8661）

11  17 月  アスマラ 公共事業省と協議・資料収集   
12  18 火  マッサワ 現地調査、公共事業省および地雷除去

庁と協議 
13  19 水  アスマラ 現地調査 

14  20 木  アスマラ 公共事業省および環境局と協議／現

地調査、 
15  21 金  アスマラ 公共事業省と協議／現地調査、 

16  22 土  アスマラ 現地調査／資料収集  

17  23 日 アスマラ－

ナイロビ 
ナイロビ アスマラ発(15:15 BA8662)～ナイロ

ビ着(20:15) 
18  24 月 ナイロビ－ 機中 ナイロビ発(18.20 EK724)～ドバイ

～香港～ 
19  25 火 東京 － 東京着(21.05 CX508) 

渡辺団員ドバイよ
りバンコック経由
東京着(26日06:30

JL704)  
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2.2  第 2 次現地調査（平成 16 年 1 月 15 日～2 月 28 日） 
 
日数 月 日  移動 宿泊地 調査内容 備考 

1  1月 15 木 東京－ 
 

 

機中 

東京発(18:45 JL707)～バンコック
～ドバイ～  

井上、多田・小石
川団員のみ 

2  16 金 －ナイロビ ナイロビ ナイロビ着(12：15 EK723) 
3  17 土  ナイロビ 団内打合せ 
4  18 日 ナイロビ－

アスマラ 

アスマラ ナイロビ発(9:30 BA8661)～アスマ
ラ着(14：30) 

 

5  19 月  アスマラ 公共事業省、総領事館、地雷除去庁と
協議 

6  20 火  アスマラ 公共事業省協議 倉科団長、見宮団
員 ア ス マ ラ 着
（23:20BA8663） 

7  21 水  アスマラ 国家開発省表敬、外務省／ロンコ社表
敬 
、現地踏査 

8  22 木  アスマラ 公共事業省表敬・協議／EDA協議、総
領事館表敬 

9  23 金  アスマラ ミニッツ署名 
10  24 土  アスマラ GINGAE橋現地調査 

 
 

11  25 日  アスマラ 団内打合せ 倉科団長、離エリ

トリア(アスマラ
00:45  LH653）
見宮団員、離エリ
トリア（アスマラ
15:15  BA8662）

12  26 月  アスマラ 公共事業省と協議・資料収集   

13  27 火  アスマラ 現地調査、公共事業省および地雷除去
庁と協議 

吉田団員アスマラ
着（23:20BA8663）

14  28 水  アスマラ 現地調査・資料収集 

15  29 木  アスマラ

/マッサワ

現地調査・資料収集、 
 

16  30 金  アスマラ 現地調査・資料収集 

17  31 土  アスマラ 現地調査／資料収集  

18 2月 １ 日  アスマラ 団内打合せ 増井団員アスマラ

着（14:30BA8661）
19  2 月  アスマラ 現地調査／資料収集  

20  3 火  アスマラ 現地調査／資料収集  

21  4 水  アスマラ 現地調査／資料収集  

22  5 木  アスマラ 現地調査／資料収集  

23  6 金  アスマラ 現地調査／資料収集  

24  7 土  アスマラ 現地調査／資料収集  
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25  8 日  アスマラ 団内打合せ  

26  9 月  アスマラ 現地調査／資料収集  

27  10 火  アスマラ 現地調査／資料収集  

28  11 水  アスマラ 現地調査／資料収集  

29  12 木  アスマラ 現地調査／資料収集  

30  13 金  アスマラ 現地調査／資料収集  

31  14 土  アスマラ 現地調査／資料収集  

32  15 日  アスマラ 団内打合せ 井上団員、離エリ

トリア（アスマラ
01:00  BA8674）

33  16 月  アスマラ 現地調査／資料収集  

34  17 火  アスマラ 現地調査／資料収集  

35  18 水  アスマラ 現地調査／資料収集  

36  19 木  アスマラ 現地調査／資料収集  

37  20 金  アスマラ 現地調査／資料収集  

38  21 土  アスマラ 現地調査／資料収集  

39  22 日  アスマラ 団内打合せ  

40  23 月  アスマラ 現地調査／資料収集  

41  24 火  アスマラ 現地調査／資料収集 多田／吉田団員、
離エリトリア（ア
ス マ ラ 発 15:15 
BA8662） 

42  25 水  アスマラ 公共事業省協議／資料整理  

43  26 木  アスマラ 公共事業省協議／資料整理  

44  27 金 アスマラ－

ナイロビ－ 
機中 アスマラ発(01:00 BA8674)～ナイロ

ビ～ 
 

45  28 土 ドバイ－関

空－羽田 
－ ド バ イ ～ 関 空 ～ 羽 田 着 （ 18:40 

JL344） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 5 

2.3 第 3 次現地調査（平成 16年 4 月 23 日～5月 2日、5月 20日～6月 3日） 

 
（社会環境配慮団員現地派遣） 
日数 月 日  移動 宿泊地 調査内容 備考 

1  4月 23 金 東京－ 
 

 

機中 

東京発(15:45 JL703)～バンコック
～ドバイ～  

渡辺団員のみ 

2  24 土 －ナイロビ ナイロビ ナイロビ着(12：10 EK719) 
3  25 日 ナイロビ－

アスマラ 
アスマラ ナイロビ発(9:30 BA8661)～アスマ

ラ着(14：30) 
4  26 月  アスマラ 公共事業省協議  
5  27 火  アスマラ 現場視察 
6  28 水  アスマラ 現場視察 

7  29 木  アスマラ 公共事業省協議 
8  30 金  機中 アスマラ発(03:15 BA8674)～ナイロ

ビ～ 
9 5月 1 土  機中 ～ドバイ～バンコック～ 
10  2 日   成田（06：45 JL704） 

 
 

 
 
（基本設計概要説明） 
日数 月 日  移動 宿泊地 調査内容 備考 

1  5月 20 木 東京－ 
 

 

機中 

東京発(11:00 JL717)～バンコック
～ドバイ～  

井上、多田団員の
み 

2  21 金 －ナイロビ ナイロビ ナイロビ着(12：10 EK723) 
3  22 土  ナイロビ 団内打合せ  
4  23 日 ナイロビ－

アスマラ 

アスマラ ナイロビ発(9:30 BA8661)～アスマ

ラ着(14：30) 

見宮団長、井上、

多田団員 
5  24 月  アスマラ 現場視察、団内打合せ 
6  25 火  アスマラ 公共事業省協議、国家開発省表敬 
7  26 水  アスマラ 公共事業省協議、国家開発省協議 
8  27 木  アスマラ ミニッツ署名、総領事館表敬 
9  28 金  アスマラ 現場調査 

10  29 土  アスマラ 資料整理 
 

 

11  30 日  アスマラ 団内打合せ 見宮団長、離エリ
トリア（アスマラ
発 15:15 
BA8662） 

12  31 月  アスマラ 公共事業省と協議・資料収集   
13 6 1 火  アスマラ 公共事業省協議  
14  2 水 アスマラ－

ナイロビ－ 
機中 アスマラ発(02:30 BA8663)～ナイロ

ビ～ 
 

15  3 木 ドバイ－関

空－羽田 
－ ド バ イ ～ 関 空 ～ 羽 田 着 （ 19:45 

JL1316） 
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資料 ３ 関係者（面会者）リスト 

3.1  第 1 次現地調査（平成 15 年 3 月 7 日～3月 25日） 

 

マクロ政策・国際経済協力室 (International Economic Cooperation Macro Policy／Economic
Coordination ,Office of President) 
Dr. Woldai Futur Economic Advisor to the Government of 

Eritrea 
エリトリア国経済顧
問 

Mr. Solomon Tecle Expert 専門員 
   
公共事業省(Ministry of Publics Works) 
Mr. Abraha Asfana Miister 大臣 
Mr. Kidane Berhane Director  General,  Infrastructure 

Department 
インフラ局局長 

Mr. Petros Tseggay Hydrologist, Infrastructure Department インフラ局、 
水工技師 

Mr. Michael Asmelash Highway Engineer 
Infrastructure Department 

インフラ局、 
道路技師 

Mr. Tullio Marrama Consulting Engineer, 
Infrastructure Department 

インフラ局 
技術顧問 

   
地雷除去庁（Eritrean Demining Authority） 
Mr. Tesfai Isaak General Director(Brigadier General) 長官 
Mr. Habtom Seghid Deputy General Director 副長官 
Mr. Fitsum Tesfal Deminer, Millitary Engineering(Major) 国防省派遣 

地雷除去者 
   
マッサワ港(Massawa Port)   
Mr. Araia Tsegai General Director 長官 
   
世界銀行（World Bank） 

Mr. Emanuel Y Abio Resident Representative 世銀代表 
   
国連エティオピア・エリトリア・ミッション（United Nations Mission for Ethiopia-Eritrea 
Mr. Gehrhard Bechtold  MACC   地雷除去アクション

Mr. Justin Brady  UNDP-LIS UNDP 職員 
   
土地・水資源・環境省（Ministry of land, Water & Environment） 
Mr. Fessehaie Tedla Director of Environmental Management 

Department of Environment 
環境局 
環境管理部長 

   
在エリトリア名誉総領事館   
Mr. Michael Beyene Honorary Consulate General of Japan 名誉総領事 
在ケニヤ日本大使館   
間島 重道 Secand Secretary 二等書記官 
JICA ケニヤ事務所   
松浦 信一 Deputy Resident Representative 次長 
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3.2  第 2 次現地調査（平成 16 年 1 月 15 日～2 月 28 日） 
 

国家開発省（Ministry of National Development） 
Dr. Woldai Futur Minister 大臣 
Mr. Solomon Tecle Expert 専門員 
   
公共事業省(Ministry of Publics Works) 
Mr. Abraha Asfana Minister 大臣 
Mr. Kidane Berhane Director  General,  Infrastructure 

Department 
インフラ局局長 

Mr. Petros Tseggay Hydrologist, Infrastructure 
Department 

インフラ局、 
水工技師 

Mr. Tesfayohannes Okubay Civil Engineer 
Infrastructure Department 

インフラ局、 
土木技師 

   
地雷除去庁（Eritrean Demining Authority） 
Mr. Tesfai Isaak General Director(Brigadier General) 長官 
Mr. Habtom Seghid Deputy General Director 副長官 
Mr. Fitsum Tesfal Deminer, Millitary Engineering(Major) 国防省派遣 

地雷除去者 
   
Ronco 社   
Mr. Will Haynes Chief of Party チーム代表 
   
在エリトリア名誉総領事館   
Mr. Michael Beyene Honorary Consulate General of Japan 名誉総領事 
   
在ケニヤ日本大使館   
間島 重道 Secand Secretary 二等書記官 
   
JICA ケニヤ事務所   
大塚 正明 Resident Representative 所長 
仁田 知樹 Deputy Resident Representative 次長 
   
JICA エリトリア連絡事務所   
Mr.G.Michael Stephanos Liaison Officer 連絡員 
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3.3 第 3 次現地調査（平成 16年 4 月 23 日～5月 2日、5月 20日～6月 3日） 

 
 

国家開発省（Ministry of National Development） 
Dr. Woldai Futur Minister 大臣 
Mr. Solomon Tecle Expert 専門員 
   
公共事業省(Ministry of Publics Works) 
Mr. Abraha Asfana Minister 大臣 
Mr. Kidane Berhane Director  General,  Infrastructure 

Department 
インフラ局局長 

Mr. Fekadu Ghebremedhin Director  of  Infrastructure 
Department 

インフラ局部長 

Mr. Petros Tseggay Hydrologist, Infrastructure 
Department 

インフラ局、 
水工技師 

   
在エリトリア名誉総領事館   
Mr. Michael Beyene Honorary Consulate General of Japan 名誉総領事 
   
USAID   
Mr.Mehretead Araia Administrative Specialist 庶務 
   
在ケニヤ日本大使館   
花谷 公使 Deputy Chief of Mission 公使 
諏訪 修  Secand Secretary 二等書記官 
   
JICA ケニヤ事務所   
大塚 正明 Resident Representative 所長 
   
JICA 派遣専門家   
渡部 はなこ  JICA Expert JICA 専門家 
   
JICA エリトリア連絡事務所   
Mr.G.Michael Stephanos Liaison Officer 連絡員 
   
   

 
 
 
 
 
 
 
 



 

資料 4 エリトリア国の社会経済状況 
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資料 5 討議議事録（M／D） 

 
5．1 第 1 次現地調査（平成 15 年 3 月 7 日～3 月 25 日） 
 
5．2 第 2次現地調査（平成 16 年 1月 15 日～2月 28 日） 

 
5，3 第 3 次現地調査（平成 16 年 4 月 23 日～5 月 2 日、5 月 20 日～6 月 3 日） 

(基本設計概要説明) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





































基本設計概要表 
 
１ 案件名 
 エリトリア国アスマラ－マッサワ道路橋梁改修計画 

 

２ 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
1993 年の独立まで 30 年におよぶ内戦のために破壊されたインフラの復旧、経済再建が国家開発

計画上の 重要課題として挙げられている。道路セクターにおいては、独立後世銀主導による再建

復興計画にのっとり道路インフラ整備が実施されてきた。 
本計画対象橋梁の位置するアスマラ－マッサワ道路は、現在国際貿易港マッサワと首都アスマラ

を直結する幹線道路である。この道路はエリトリア国の生命線であり、また、2003 年に完成した今

後 15 年にわたるアクションプランが折り込まれている道路セクター開発計画 RSDP においても、

優先道路として位置付けられている。 
この対象道路は、1993 年の独立後から 1997 年まで EU の資金援助により道路線形改良、排水改

良、アスファルト舗装および安全施設設置等が実施されてきた。しかし、本路線上で橋長２５ｍ以

上となる本計画対象橋梁 6 橋に対して、現在まで改修の対象とはならなかったことにより、これら

の橋梁は、経年劣化や車両衝突により橋梁健全性が著しく失われている可能性が高く、主要部材の

一部が破壊されたままの危険な状態で供用されている。このような背景にあって、本計画対象とな

る 6 橋を改修する事により、落橋などの 悪事態を回避し、アスマラ～マッサワ間の走行安全を確

保する目的で、本計画の実現を目指すものである。 
  
３ プロジェクト全体計画概要             *下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動および投入

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 
アスマラ－マッサワ間において円滑かつ安定的な交通が確保される。 
裨益対象：アスマラ－マッサワ道路の通過する Maekel, S.K.Bahri 2 州/裨益人口：約 108 万人 

（２） プロジェクト全体計画の成果 
  対象橋梁が整備される。 
（３） プロジェクト全体計画の主要活動 
  2004～2006 年の 3 年間でアスマラ－マッサワ道路の主要橋梁 5 橋の改修工事を行う。 
（４） 投入（インプット） 
  ア 日本側（＝本案件）：無償資金協力 6．47 億円 
  イ 相手国側 

（ア） 橋梁建設に付随する取付道路（バイパス道路も含む）、迂回路および河川護岸工に係

る費用 
（イ） ギンダ橋およびドガリ２橋についての取付道路に関する土地取得および建設ヤード造

成のための土地借り上げ費用 
（ウ） 必要に応じた地雷探査・除去費用 
（エ） 橋梁建設後の維持管理費用 

（５） 実施体制 
  実施機関：エリトリア国公共事業省社会基盤局 
 
４ 無償資金協力案件の内容 
（１） サイト 
  アスマラ－マッサワ道路（延長約 105ｋｍ）上の 5 橋梁 
（２） 概要 
  架け替え対象橋梁 3 橋、補修対象橋梁 2 橋の計 5 橋梁の改修 
（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の確保 
② 建設に必要な手続き 
③ 必要に応じて地雷探査・除去 
④ 橋梁建設に付随する土木工事 

（４） 概算事業費 
  概算事業費 6．90 億円（無償資金協力 6．47 億円、相手国側負担 0．43 億円） 
（５） 工期 
  詳細設計・入札期間を含め約 28 ヶ月（予定） 
（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
  相手国側建設予定のギンダバイパス建設に伴う住民移転の状況をモニターする。 

 
 
資料 6 基本設計概要表 

 
 



５ 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 
（１） 近隣諸国、特にエチオピア国との関係が不安定にならない。 
（２） 洪水、地震など予想を越える災害が発生しない。 
 
６ 過去の類似案件からの教訓の活用 
  特になし 
 
７ プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

・ 補修される橋梁の構造的強化による耐用年数の長期化 
・ 架け替え橋梁に対して、 大滞留時間４分の解消 

（２） その他の成果指標 
・ 特になし 

（３） 評価のタイミング 
2008 年以降（施設完了後 1 年経過後） 
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調査名： エリトリア国アスマラ－マッサワ道路橋梁改修計画基本設計調査 

番号 名称 資料

形態

オリジナル

／コピー 

発行機関 発行年 

１ 対象道路周辺 1／100,000 地図 地図 コピー ロシア製作 不明 

２ Eritrea Road Sector Development 

Program（RSDP） 

Vol.A Main Report  

報告

書 

コピー Smec. International 

Pty.Ltd.  

Sepember 

2003 

３ Eritrea Road Sector Development 

Program（RSDP） 

Vol.B The Road Sector 

報告

書 

コピー Smec. International 

Pty.Ltd.  

Sepember 

2003 

４ Eritrea Road Sector Development 

Program（RSDP） 

Vol.C Road Maintenance and 

Development Program 

報告

書 

コピー Smec. International 

Pty.Ltd.  

Sepember 

2003 

５ Eritrea Road Sector Development 

Program（RSDP） 

Vol.D Institutional Arrangements 

報告

書 

コピー Smec. International 

Pty.Ltd.  

Sepember 

2003 

６ Road Sector Engineering Project

（RSEP） 

National Bridge Rehabilitation 

Maintenance and Reconstruction 

Report 

報告

書 

コピー Carl Bro 

International a／s 

Mar．2000

 

７ Gindae Town By-Pass and Associated 

Bridges: Hydrological and Hydaulic Design 

Report 

図書 コピー GEDECC July 2002 

９ Project:Feasibility Study and Detailed

Engineering Design Kna－fan 

Bridge,Eritrea:Design Criteria 

資料 コピー 不明 不明 

１０ Regulation on Vehicles Technical  

and Related Standard Specification 

図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

2002 

１１ Staff Apraosal Report:Eritrea Ports 

Rehabilitation Project 

図書 コピー World Bank Oct.1997 
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１２ Comparative Statistics on Massawa 

Ports Activities（1991～2002） 

図書 コピー Massawa Port 2002 

１３ Massawa Port Master Plan Study- Interim 

Report 

報告

書 

コピー Royal  Haskoning Feb. 2002 

 

１４ Massawa Port Master Plan Study- Demand 

Forecasts 

報告

書 

コピー Royal  Haskoning Apr. 2002 

 

１５ Privatisation of Public Enterprises 

Proclamation 

図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

1995 

１６ The Labour Proclamation of Eritrea 図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

2001 

１７ A Proclamation to Establish the 

Eritreaｎ Demining Authority 

図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

2002 

１８ The Customs Proclamation  図書 コピー Go. of Eritrea 2000 

１９ National Environmental Management Plan - 

Eritrea 

図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

2002 

２０ National Environmental Assessment 

Procedures and Guidelines  

図書 コピー Gouvernment of 

Eritrea 

Mar. 1999 

２１ Environmental Impact Assessment – Final 

Report on Massawa Inter. Airport Project 

報告

書 

コピー Groupe Sofreavia May. 2002 

 

２２ Eeritrea Ｅnvironmental and Social 

Assessment Guidelines for Road 

Operation 

報告

書 

コピー Ｓｍｅｃ Aug. 2002 

 

２３ Envirnmnetal Evaluation Questionnaire 

for Bridges Lager than 10 metres 

図書 コピー 不明 不明 

２４ Monthly Rainfall Data 

Massawa,Gindae 

資料 コピー 不明 不明 

２５ Map of Administrative Regions 地図 コピー 不明 不明 

２６ A Note on Earthquake Hazard in Eritrea 図書 コピー University of Asmara May 1998  
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